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研究成果の概要（和文）：放射光を利用した高エネルギーX線回折によって得られる2体相関分布関数(atomic 
pair-distribution function, PDF)の実空間分解能を向上することによって強誘電体材料の中距離レンジ構造の
可視化に成功した。リラクサー強誘電体やナノサイズ強誘電体結晶においてはクラスター内部の強誘電性発現機
構を解明するとともに、クラスターサイズを実測した。

研究成果の概要（英文）：We succeeded in visualization of the middle-range order structure by 
improving the real space resolution of atomic pair-distribution function provided by synchrotron 
radiation source of high-energy X-ray diffraction. We observed not only local structures of relaxor 
ferroelectric materials and the nano sized ferroelectric crystals, in which ferroelectric mechanism 
inside the cluster was elucidated but also the cluster size itself.

研究分野： X線結晶学

キーワード： 放射光X線　電気電子材料　セラミックス
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とを目的とする。
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レードオフの関係で両立することは非常に
困難である。
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４．研究成果
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 このようなナノスケールレンジの構造は
機能性材料だけでなく、原子力材料にも適
用されつつあり、現在、
料の開発のために模擬物質を使った評価が
原子力機構において
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